
Fig.1 Crystal structure of 

[CuI
7CuIIBr7(n-Bu2dtc)2]n 

(CuBrBu2D) 
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【緒言】本研究室では金属錯体のポリマーである配位高

分子を半導体材料とした薄膜太陽電池の開発を行っ

ている。特に強誘電性と半導体特性が共存するジチ

オカルバミン酸配位高分子は高い電荷分離効率が期

待できることから新しい薄膜太陽電池の半導体材料

として興味深い。そこで今回、本研究室で合成した

強誘電性ジチオカルバミン酸配位高分子を用いて、

pn 接合型有機薄膜太陽電池を作製し、素子性能を評

価したので、その作製法及び結果について報告する。	
 

【実験】透明電極 ITOがパターニングされたガラス基板

に正孔輸送層であるPEDOT:PSSをスピンコーティン

グ で 成 膜 し た 。 こ れ に [CuI
7CuIIBr7(n-Bu2dtc)2]n 

(CuBrBu2D)をクロロホルム：アセトニトリル＝9：1

の混合溶液に溶かしたものを滴下し、自然乾燥させ

て基板上に配位高分子を成膜した。最後に C60、BCP、

Al を順次真空蒸着することで、太陽電池素子を作製

した。	
 

【結果】配位高分子の溶液の滴下量を変化させた基板を

作製し、その光電変換特性を測定した。その結果を

Fig.2 に示す。CuBrBu2D の膜厚が 177	
 nm までは、膜

厚の増大にしたがって短絡電流密度の増大が観測された。しかし、膜厚が 187	
 nm になると短

絡電流密度が減少した。すなわち、膜圧が薄い状態では配位高分子が p型半導体層として僅か

に機能したものの、膜厚が厚くなると素子の絶縁性が増大し、短絡電流密度が減少したものと

考えている。当日は他の配位高分子を用いたものと合わせて報告する。	
 

Fig.2 J-V Curves 
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